
島田　正和
A. R. [Architecture Room]

とは、TVドラマ『E . R .』

[Emergency Room] におけ

るDocter-Resident-Intern

らの動きから導かれるダイアグ

ラムと、L. カーンの用いた黄

金分割の立体構成をオーバーラ

ップすることで生みだされた、

新しい大学のかたちである。そ

こではArchitect-Resident-

Internのヒエラルキーが空間構

成によってアーティキュレート

され、コンバーチブルにプロジ

ェクトに対応する。

――――――――――――――

富田　文代
場所性の問題は建築を創造する

上で欠かせないキーとなるが、

雑多な建築が氾濫する現在、そ

の捉え方が難しくなってきてい

る。都市の一部を構成する重要

な存在として、人々のその土地

への思い入れをそこに映し込む

とともに、時代の要請に対応す

ること。

「convertibleであること」は、

そのどちらも包括するものとし

て、新たなプログラムの提案に

なりうるであろう。

――――――――――――――

指導＝坂　茂
プログラムの変容と再構築に

は、単に建築計画上のことだけ

ではなく、材料・構造・構法の

見直しが不可欠である。近年建

築に対して要求される要素（例

えばエコロジーの問題）が複雑

になり、建築家はさまざまなコ

ンサルタントを選び、協働し、

まとめてゆく能力が重要となっ

ている。そこで我々のユニット

は、構造の斎藤研究室のスタッ

フと各自がチームを作り、建築

の分析と再構築を進めた。

前半の第１課題として、下記の

それぞれの構法に特色を持つ建

築作品を各自が選び、様々な観

点（ジオメトリー、プログラム、

構造etc.）から分析した。

ポンピドーセンター（R・ロジ

ャース＋R・ピアノ）、ペンシ

ルバニア大学メディカルリサー

チビル（ルイス・カーン）、ソ

ーンクラウン・チャペル（フェ

イ・ジョーンズ）、代々木国立

屋内競技場（丹下健三）

分析の発表会では、ポンピドー

センターで使われたグラバー梁

か開発された当時に行われたも

のと同じ人間の体と腕を使った

力学実験を再現されたりと、斎

藤研究室との協働作業は大変う

まくいった。

島田正和案は、ルイス・カーン

が平面・断面計画に正方形の黄

金分割を使っている手法を分析

により抽出した。その黄金分割

された立方体に、大学とオフィ

スが融合した新しい教育機関の

プログラムを組み込んだひとつ

のスタンダードな核をまず作っ

た。それをうまく並べたり積み

上げることにより設計を進める

という大変ユニークな設計手法

を試みた。

富田文代案は、既存の日本大学

理工学部５号館の構造フレーム

をそのまま残し、その中に独立

した廊下側がオープンな箱（部

屋）を挿入した。その箱は、室

内を広く使う時には可動し、外

にキャンティレバー状に飛び出

し、新たに広がったスペースの

床には、壁面が倒れ床となるな

ど、新しい可変空間への興味深

いアイデアがたくさん盛り込ま

れていた。
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